
  

  

 

  

  

  

これも前回同様、旧校舎の時代、まだコマⅡが平井３丁目にあった 10 年近く前のお話しです。 

〇          ●          〇          ●          〇          ● 

その年の生徒会役員選挙には、１・２年生ともに、定数に当たる数の生徒しか立候補が出ませんでした。 

よって、投票は「信任投票」となりました。 

その候補者に役員を任せられるか否
いな

かを投じる信任投票は、過半数の生徒の「信任」で当選が決まります。 

意欲をもってみんなのためにと立候補してくれた仲間に対して、「任せたよ」と「信任」に投票して、立候補者全員の当選に落

ち着くのが一般的です。 

ところがその年は、そうはならなかったのでした。 

〇          ●          〇          ●          〇          ● 

立会演説会において、ある候補者の演説にざわめきが起こりました。「そんなこと言って、大丈夫なのか？」と耳を疑うよう

な内容でした。 

語っている本人は原稿を見ることもなく、得々
と く と く

として語っていました。 

決してふざけているわけでもなく、本人は至
いた

って真剣。ただ、かなり独
ひと

り善
よ

がりな演説内容だったのです。 

結果、その直後の投票において、過半数の生徒がその候補者に「不信任」を投じました。 

つまり、その候補者は落選したのです。 

定数に当たる数しか立候補者がいなかったのに、１人が落選してしまいました。 

生徒会規約で決められた定数分の当選者数に届かなかったので、後日、残る１人分を巡って再選挙となりました。 

つまり、全ての手続きがやり直しとなったのでした。 

 

実はこのとき、一番「不信任」票が多かったのが、当時の３年生だったのです。 

〇          ●          〇          ●          〇          ● 

多くの中学校では、この時期の生徒会選挙に３年生は消極的、つまり「やる気がない」のです。 

自分たちの学年からは誰も立候補できないし、選挙で選ばれた後輩たちが学校の中心となって活躍するのは自分たちが卒

業してから……となると、「自分たちには関係ない」ので投げやりになるのでしょう。 

立会演説会で寝ている者や、ふざけ半分で投票する者もいます（白票のままにしたり、「〇」以外の記号や文字を書いた

り）。 

 

しかしその代のコマⅡの３年生は違いました。 

「意欲は買うけど、あの子にこれからのコマⅡを任せるわけにはいかない」と、真剣に考えて断腸
だんちょう

の思いで「不信任」に投

票したのでした。 

３年生の投票行動は、言わば後輩たちへの置き土産
み や げ

。後輩たちのために、これからのコマⅡのために、いい加減な選挙に

はしたくないという思いがあったのです。 

これぞ、コマⅡの良心です。 

〇          ●          〇          ●          〇          ● 



代々の先輩たち・卒業生たちは、それはそれは後輩思いの生徒たちでした。 

 

入学してすぐに行われた新入生歓迎会の様子を覚えていますよね？ 

君たち１年生を迎え入れるに当たって、あの、わずか２時間足らずの会のために、２・３年生の先輩たちは年が明けてすぐ

のころから準備を始めていたのですよ！ 

それも、決して先生たちに「やれっ！」などと命じられたのではありません。 

自分たちが入学したときにも、そのときそのときの先輩たちに温かく迎えられたことが本当にうれしくて、その分を今度は後

輩たちにお返ししようと、心からそう思って計画・準備をしてくれていたのです。 

毎年、コマⅡに新しく赴任
ふ に ん

した先生たちもみんな驚きます。あんなに心のこもった新入生歓迎会は、他校ではほとんど目に

することがありませんから。 

こんなふうに、入学したその瞬間から、後輩思いの多くの先輩たちに迎え入れてもらえるのがコマⅡなのです。 

 

上に、「新入生歓迎会の準備を年明けすぐに始めていた」と書きましたが、同じ２・３年生の先輩たち、実は年末からもう一つ

の大きな行事の準備にも取りかかっていました。 

それは、卒業式前の「３年生を送る会」、通称「３
さん

送会
そうかい

」です。 

入学以来、自分たちをかわいがってくれた３年生に、思い出に残る３送会をプレゼントしたい― 

これだってわずか２時間足らずの会ですが、誰に言われるでもなく、在校生は心を込めて計画を立てて準備をします。 

心のこもった３送会は、毎年本当に温かい雰囲気
ふ ん い き

の中で行なわれます。 

そうした後輩たちからの想いが胸に響
ひび

いて、泣きながら退場していく３年生が何人もいます。 

その姿を見て、別れの悲しみが胸にこみ上げ、泣きながら見送る在校生が何人もいます。 

それまでの日々の関わりが、薄く、冷たく、さみしいものであったら、このような涙は絶対に流れません。 

 

このような新入生歓迎会と３年生を送る会の温かさこそが、多くの生徒が「居心地
い ご こ ち

がいい」と思えるコマⅡの真骨頂
しんこっちょう

なので

す。 

〇          ●          〇          ●          〇          ● 

 13 日(金)に行われた、生徒会役員選挙。１年生からは定数と同じ３人が立候補しました。 

 そして３人ともが見事に信任を得て当選しました。 

 それを承
う

けて先週は、後期の委員会や係を決めました。 

 ここからの１年生は、もう「お客さん」ではありません。立派な「コマⅡの一員」として、ますます先輩たちにかわいがってもら

えるようにならなくてはなりません。と同時に、半年余り先に入学してくる現６年生を温かく迎え入れられるように、コマⅡ生らし

い、頼
たの

もしい先輩に育っていかなくてはなりません。 

 自分のことはもちろんですが、それだけでなく、班のこと・クラスのこと・学年のこと、そして学校全体のことを考えて行動でき

る生徒になっていきましょう。                                       （このお話しは次回につづきます）  □ 

 

 


